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伊
達
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
祭

　
　
　
　
「
仙
台
・
青
葉
ま
つ
り
」
開
催

和
島
伊
達
家
13
代
当
主
・
伊
達
宗
信
氏
、

政
宗
公
ゆ
か
り
の
都
市
（
宇
和
島
市
・

白
老
町
・
米
沢
市
・
大
崎
市
）
の
首
長

が
、
政
宗
公
の
生
涯
や
人
物
像
な
ど
に

つ
い
て
振
り
返
り
、
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
「
本
ま
つ
り
」
の
見
ど
こ

ろ
は
「
時
代
絵
巻
巡
行
」。
豪
華
絢け
ん

爛ら
ん

な
11
基
の
山や

ま
鉾ぼ

こ
が
先
陣
を
切
り
、
続
い

た
武
者
行
列
に
は
、
伊
達
家
18
代
当

主
・
伊
達
泰
宗
氏
と
宇
和
島
の
伊
達
宗

信
氏
が
参
列
。
青
葉
神
社
の
神み

輿こ
し
渡と

御ぎ
ょ
、

す
ず
め
踊
り
の
大
流
し
が
続
く
と
、
そ

の
迫
力
に
沿
道
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
巡
行
の
最
後
に

は
、
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
を
祝
う
式

典
「
祝
い
の
儀
」
が
開
催
さ
れ
、
時
代

　
５
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
33
回

目
と
な
る
「
仙
台
・
青
葉
ま
つ
り
」
が

伊
達
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
祭
と
し
て

開
催
さ
れ
、
延
べ
約
97
万
人
の
人
々
が

初
夏
の
祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
「
宵
ま
つ
り
」
で
は
、
市
内

各
所
で
す
ず
め
踊
り
の
競
演
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
過
去
最
多
と
な
る
１
４
７
祭ま

連づ
ら
、
約
４
５
０
０
人
の
踊
り
手
が
息
の

合
っ
た
演
舞
を
披
露
。
ま
た
、
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
奥
山
市
長
と
宇

　
市
で
は
、
ご
み
排
出
量
削
減
の
た
め

昨
年
６
月
か
ら
、
各
家
庭
で
の
ご
み
分

別
を
呼
び
掛
け
る
「
ＷワＡ
ＫケＥ　
Ｕア

ッ
プＰ

!!
仙
台
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
進
め
て
い

　教育・科学・文化における国際協力を推進
し、世界の平和と安全に貢献することを目的
として設立された国際連合の専門機関・ユネ
スコ。その名前は皆さまもどこかでお聞きに
なったことがあると思います。
　そもそもは第二次世界大戦中、ヨーロッパ
各国からイギリスに亡命中の各国文部大臣が
ロンドンに集まり、大戦によって荒廃した教
育の復興について協議したことが、後の創設
につながる動きとなったと言われています。
日本がユネスコに加盟したのは昭和26年の
ことですが、すでにその４年前、昭和22年７
月19日には仙台ユネスコ協力会が発足。世界
で初めての民間ユネスコ団体でありました。
　当時の活動の中心は、外務省に勤務し終戦
事務に当たっていた上田康一さんに加え、土
居光知さん、桑原武夫さんといった東北大学
教授の方々でした。戦後日本の復興がまだ緒
に就いたばかりのその時期に、早くも平和国
家の建設、国際社会への復帰を視野に、民間
からのユネスコ運動を立ち上げていく必要性
を認識し、広く訴え実現にこぎつけたことは、
まさに時代を先取りした慧

けいがん
眼と言うべきでし

ょう。
　現在では、ユネスコというと世界遺産がす
っかり有名になりましたが、「心の中に平和
の砦

とりで
を」とのユネスコ憲章の精神に基づき、

未来を担う子どもたちの健全育成や国際交流
のための英語学習などにも力を入れてこられ
ました。青年部の活動も活発で、震災時に宮
城・岩手の沿岸部の子どもたち約50人を招
いてキャンプを開いたことがきっかけで、８
月に第３回宮城ユネスコ子どもキャンプの開
催が予定されているほか、留学生を招いての
日本文化体験活動にも取り組んでいます。
　今月19日には、仙台に世界初の民間ユネ
スコ団体がスタートしてから70年となりま
す。この節目の年を記念して７月15日・16
日に、仙台国際センターを会場に「日本ユネ
スコ運動全国大会in仙台」が開かれます。地
球環境問題に関する特別講演のほか、ユネス
コ無形文化遺産に認定された秋保の田植踊も
披露されますので、ぜひ多くの市民の皆さま
にもご来場いただき、民間ユネスコ活動の
70年を祝っていただきたいと思います。

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
家
庭
ご
み
排
出
量
は

一
人
１
日
当
た
り
４
６
７
グ
ラ
ム
。
平

成
27
年
度
に
比
べ
９
グ
ラ
ム
減
少
し
、

平
成
32
年
度
目
標
の
４
５
０
グ
ラ
ム
に

徐
々
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
家
庭
ご
み
の
約
半
分
は
、
雑
が
み
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
な
ど
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
も
の
。
引
き
続
き

分
別
を
意
識
し
、
家
庭
ご
み
の
減
量
へ

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼市営バス・
地下鉄記念ロ
ゴ

民間ユネスコ活動発祥の地・仙台
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家
庭
ご
み
の
排
出
量
が

減
少
し
ま
し
た

　
５
月
18
日
か
ら
22
日
、
仙
台
市
公
式

訪
問
団
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
テ
キ
サ
ス

州
ダ
ラ
ス
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
ダ
ラ
ス
市
と
本
市
は
、
平
成
９
年
８

月
の
国
際
友
好
都
市
提
携
か
ら
20
周
年

を
迎
え
ま
す
。
藤
本
章
副
市
長
ら
６
人

の
訪
問
団
は
、
ダ
ラ
ス
・
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
日
米
協
会
の
総
会
に
参
加
し
、
多

く
の
出
席
者
と
と
も
に
20
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
際
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仙
台
市
公
式
訪
問
団
が

ダ
ラ
ス
市
を
訪
問

に
い
た
だ
い
た
支
援
へ
の
感
謝
を
あ
ら

た
め
て
伝
え
、
両
市
の
市
民
交
流
を
促

進
す
る
た
め
、
本
市
の
近
況
報
告
を
兼

ね
た
観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。
ダ
ラ
ス
市
役
所
訪
問
の
際
に
は
、

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
市
長
と
両
市
の
交
流
発

展
に
つ
い
て
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
営
バ
ス
は
昭
和
17
年
８
月
21
日
、

地
下
鉄
南
北
線
は
昭
和
62
年
７
月
15
日

に
開
業
。
以
来
、
地
域
に
密
着
し
た

「
市
民
の
足
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
、
市
営
バ
ス
が
開
業

か
ら
75
周
年
、
地
下
鉄
が
30
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
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市
営
バ
ス
が
75
周
年
、

地
下
鉄
が
30
周
年
を
迎

え
ま
す
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科
学
館
が
入
館
者
５
０

０
万
人
を
達
成

　
平
成
２
年
に
台
原
森
林
公
園
内
に
開

館
し
た
ス
リ
ー
エ
ム
仙
台
市
科
学
館
は
、

５
月
27
日
に
入
館
者
５
０
０
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
記
念
式
で
は
、
５
０
０

「
イ
ク
ス
カ
と
こ
と
こ
ス
ズ
メ
」「
ト
ミ

カ『
仙
台
市
営
バ
ス
』」
を
販
売
し
ま
す

●
販
売
開
始
日
時‖

８
月
19
日
㈯
午
前

９
時
～　
●
販
売
場
所‖

定
期
券
発
売

所
（
仙
台
駅
・
泉
中
央
駅
・
長
町
南

駅
・
八
木
山
動
物
公
園
駅
・
荒
井
駅
の

地
下
鉄
各
駅
）　
●
価
格‖

各
９
０
０

円　
●
購
入
は
一
人
各
３
個
ま
で　
●

い
ず
れ
も
売
り
切
れ
次
第
終
了　
問
交

通
局
案
内
セ
ン
タ
ー
☎
222
・
２
２
５
６

▲家族と来館した鈴木雪乃さん
（左から３番目）

▲訪問に合わせ日系スーパーマーケ
ット内に設置された、仙台のPRコ
ーナーの視察も行いました

▲トークセッションでは、さまざまな観
点から政宗公に関するエピソードを披露

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ま
へ
の
感
謝
と
、
市
営
バ
ス
・
地
下
鉄

の
さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

「
バ
ス
・
ち
か
祭
り
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
（
詳
し
く

は
14
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
記
念
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
「
イ
ク
ス
カ
と
こ

と
こ
ス
ズ
メ
」（
１
０
０
０
個
限
定
）、

「
ト
ミ
カ
『
仙
台
市
営
バ
ス
』」（
６
千

個
限
定
）
も
登
場
。

　
交
通
局
で
は
今
後
も
、
安
全
で
快
適

な
運
行
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

万
人
目
と
な
っ
た
鈴
木
雪
乃
さ
ん
に
館

長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
科

学
館
。
今
後
も
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

施
設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

絵
巻
参
加
者
全
員
と
観
客
が
「
伊
達
の

一
本
締
め
」
で
高
ら
か
に
節
目
の
年
を

祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
勾
当
台
公
園
で
は
、
旧
仙
台

藩
の
市
町
村
な
ど
の
食
べ
物
や
物
産
を

集
め
た
「
杜
の
市
」
や
、
藩
政
時
代
の

祭
り
を
再
現
し
た
「
伊
達
縁え
ん
」
な
ど
が

両
日
開
催
さ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲クレーンで搬入される地下鉄南北線の車両
（昭和62年撮影）

▲後ろに引いて手を離すと、かわいら
しく進む「イクスカとことこスズメ」

仙台市長　奥山 恵美子


